
高校生向けアプリ・ソフトウェア開発コンテスト

「　　　Joyo High school テックコンテスト」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を開催しました！

【お問合せ先】  Joyo High school テックコンテスト事務局 （株式会社 常陽産業研究所 内）
　　　　　　   電話：029-233-6734　 E-mail : joyo-techcon@joyobank.co.jp

常陽銀行では、2021年度より高校生の斬新なアイディア発掘および地域における将来のIT人材の発掘・育成
を目的としたJoyo High school テックコンテストを開催している（事務局：常陽産業研究所）。
本年度は県内13校、計35作品の応募があった。アイディア部門・エキスパート部門で最優秀賞を受賞した

皆さんの声とあわせて審査委員長を務めたNPO法人 ITコーディネータ茨城 理事長 大久保賢二氏、主催者である
常陽銀行 常務執行役員 小松崎光一氏よりいただいたコメントを紹介する。

高校生によるアプリ・ソフトウェア・IoT作品および
アイディアを募集・表彰するコンテストで、今回で2回目
を開催した。
応募対象者は、茨城県内の高校に通学する高校生

（中等教育学校後期課程在籍者を含む）および茨城高専
の1～3年生である。
「身近な課題や地域の課題等をIT活用により解決する
もの、もしくは金融に関連するもの」をテーマに、未完成
の作品も評価する「アイディア部門」とアイディアに
加え技術力・完成度等を評価する「エキスパート部門」の
2部門で募集を行い、昨年6月から11月中旬までの募集
期間で、計35作品の応募があった。専門家を中心に構成
する審査員により、1次審査では応募書類を審査（書類

審査）し、2次審査進出作品13作品を選定した。さらに
2次審査では1次審査通過者によるオンラインでの
プレゼンテーション審査を行い、最優秀賞・優秀賞・
特別賞など各賞を決定した。
常陽銀行は、2021年7月に茨城県が日本IBMおよび
茨城県経営者協会と開始したIT人材育成事業「いばらき
P-TECH」に、パートナーシップ企業として参加して
おり、当コンテスト開催にあたっても、茨城県教育委員
会の後援を得て開催している。
常陽銀行では、高校での教育カリキュラムや、地域で

のIT教育の一環として、当コンテストのような作品発表
の場を通じて、地域における将来のIT人材発掘・育成を
支援していきたいと考えている。

▶Joyo High school テックコンテストとは

エキスパート部門最優秀賞　NAHチーム
作品名「NAH sharing」 （清真学園高等学校）

ナ   フ

せんたい

アイディア部門最優秀賞　給食膳隊タベルンジャーチーム
作品名「タッチでランチ♪」 （太田第一高等学校）

作品概要
相互に共有した画面で、誰もが操作や書きこみのできる

オンライン会議システムです。
受賞者の声
今年こそは最優秀賞を取りたいと思い、応募させて
いただきました。リベンジを果たせて嬉しいです。
今後はいただいた賞品でサーバーをアップグレードし、
NAHサービスの充実度を上げていこうと思います。

作品概要
給食の献立表の文字情報を基に献立を画像や写真
のメニューに変換し、情報提供するアプリです。
受賞者の声
担当の先生から、このコンテストを薦められ、自分

たちの考えたアプリを審査員の方々に評価をいただける
チャンスだと思い応募しました。今後も、子どもたちの
喜ぶ顔を想像しながら、より使いやすく役に立つアプリ
にできるよう頑張っていきたいです。

昨年度に続き審査員長を楽しく務めさせていただきました。応募いただいた作品がどれも
素晴らしい作品であり、そしてプレゼンをした高校生の真っ直ぐな思いと熱意に感動しました。
今はまさにデジタル人材育成が急務であり、政府の試算ではデジタル人材は2030年に73万人
が不足すると言われております。このような中で昨年度から開催されているこのコンテスト
は、まさに将来のデジタル人材育成の一環であり、さまざまな可能性を秘めている若人にとって
背中を押すよい機会になっていると思います。このコンテストをきっかけに将来の日本の
デジタル社会を牽引する人材が出てくることを信じております。

NPO法人 ITコーディネータ茨城 理事長　大久保 賢二 氏審査委員長
挨　拶

高校生の皆さんからの応募作品は、いずれも自由な発想・気付きに基づく興味深いアイディア
で、実際のビジネスにおいても成り立つものが多々見受けられました。常陽銀行ではお客さま
のデジタル化・ DX化について、日々ご提案しお客さまと一緒に考えておりますが、新たな発想
が必要ということを実感しました。 ご応募いただいた皆さん、この先も腕を磨いていってください。 
皆さんと将来、 一緒に仕事ができますことを楽しみにしております。

常陽銀行 常務執行役員　小松崎 光一 氏主催者代表
挨　拶
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